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2. 地盤改良仮設工



数量集計表

種　　別 細別・規格 単位 数量 備　考

仮設道路土工

 　仮設道路設置 掘削工 ｍ3 1185.0

サンドマット工 ｍ3 769.0

 　仮設道路撤去 サンドマット撤去 ｍ3 872.6

仮設工



断面 平均断面 立積 断面 平均断面 立積

NO. 3+9.0 0.000 0.0 0.0

KE 1-1 3.422 1.4 0.70 2.4 2.2 1.10 3.8

NO. 4 7.578 1.8 1.60 12.1 2.0 2.10 15.9

NO. 5 20.000 3.7 2.75 55.0 4.2 3.10 62.0

KE 1-2 2.811 4.1 3.90 11.0 3.3 3.75 10.5

NO. 6 17.189 5.2 4.65 79.9 4.2 3.75 64.5

NO. 7 20.000 7.5 6.35 127.0 5.2 4.70 94.0

NO. 8 20.000 10.9 9.20 184.0 7.2 6.20 124.0

KA 1-2 14.811 15.0 12.95 191.8 6.9 7.05 104.4

NO. 9 5.189 13.7 14.35 74.5 6.9 6.90 35.8

NO. 9+10.0 10.000 10.1 11.90 119.0 7.0 6.95 69.5

NO. 10 10.000 11.7 10.90 109.0 6.8 6.90 69.0

NO. 10+17.0 17.000 14.1 12.90 219.3 6.8 6.80 115.6

148.000 1185.0 769.0合計

　　土　　工　　計　　算　　書

測　点 距 離

仮設道路土工

掘削工 サンドマット工



断面 平均断面 立積

NO. 3+9.0 0.000 0.0

KE 1-1 3.422 1.8 0.90 3.1

NO. 4 7.578 1.7 1.75 13.3

NO. 5 20.000 3.8 2.75 55.0

KE 1-2 2.811 4.0 3.90 11.0

NO. 6 17.189 5.5 4.75 81.6

NO. 7 20.000 7.9 6.70 134.0

NO. 8 20.000 7.0 7.45 149.0

KA 1-2 14.811 7.5 7.25 107.4

NO. 9 5.189 7.7 7.60 39.4

NO. 9+10.0 10.000 8.1 7.90 79.0

NO. 10 10.000 8.4 8.25 82.5

NO. 10+17.0 17.000 5.4 6.90 117.3

148.000 872.6合計

　　土　　工　　計　　算　　書

測　点 距 離

仮設道路土工

掘削工（サンドマット撤去）



2. 地盤改良工



数量集計表

種　　別 細別・規格 単位 数量 備　考

固結工（ｽﾗﾘｰ撹拌）

　深層混合処理工法 杭径φ1600×2軸

区間①-A

平均打設長：18.221ｍ , 杭長：16.3m 本 112 改良材使用量：0.29t/m

区間①-B

平均打設長：18.137ｍ , 杭長：16.3m 本 114 改良材使用量：0.29t/m

盛り上がり土量

積込(ﾙｰｽﾞ) m3 1406.9 地盤改良時に生じる盛上り土量（流用土）

土砂等運搬　D=0.3㎞以下 m3 1406.9 場内仮置き

敷均し(ﾙｰｽﾞ) m3 1406.9 場内仮置き

上水道使用量 m3 939.0

表層固化盤 区間①A～B　　H＝1.2ｍ ｍ2 1357.2
セメント固化材（高有機質土用）
29.5t/100m2

地盤改良工



数量計算書

種　　別

固結工（ｽﾗﾘｰ撹拌） ※改良材料はセメント系固化材（高有機質土用を想定）

（深層混合処理工法）

・ 改良率 ap = %

・ 改良強度 quck = kN/m2

・ 改良長 L = ｍ

・ 推定添加量 c1 = kg/m3 高有機質土層

c2 = kg/m3 粘性土層

（過年度工事配合試験結果より）

改良体の仕様 ： 2軸 Φ1.6ｍ

πr2 ＝

固化材1ｍ当り使用量（ｔ/ｍ） 0.29 t/m

高有機質土層 H= m （過年度工事配合試験結果より）

V ＝ × ＝ ｍ3

ｗ ＝ × ＝ ｔ

粘性土層 H= m

V ＝ × ＝ ｍ3

ｗ ＝ × ＝ ｔ

（ + ）/ ＝ t/m

1m3当りの平均添加量

/ ＝ kg/m3

16.3

160

地盤改良工

計　算　式 数　量

30

340

2.011 12.6693

12.6693 0.160 2.03

2.011

135

10.0 2.011 20.110

20.110 0.135 2.71

6.3

10.0

6.3

0.2916.32.712.03

290 ㎏/ｍ 2.011 144

改良面積＝2.01m2（2軸）



数量計算書地盤改良工

種　　別

区間①-A （長さ　平均打設長：18.221ｍ , 杭長：16.3m)

改良長 D2 ＝ (平均）

改良体本数 N2

＝ 設計図面より 112 本

区間①-B （長さ　平均打設長：18.137ｍ , 杭長：16.3m)

改良長 D2 ＝ (平均）

改良体本数 N2

＝ 設計図面より 114 本

ΣN 合計 ＝ 226 本 226 本

数　量

16.300

計　算　式

16.300



数量計算書地盤改良工

種　　別

（深層混合処理工法）

　盛上り土（流用土）

　区間①

深層混合処理工法改良土量 ＝ + 3735.0

＝ 7404.5 m3

地盤改良時に生じる盛上り土量（流用土）

＝ 1406.9 m3

盛土および表層固化盤に流用可能な盛上り土の算出

改良土1m3当りの盛り上り土量 =

 (m3当り注入セメントスラリー量)  × (盛上り率≒1.0)

※平成30年度 国道454号道路改良軟弱地盤技術解析業務委託 9章より抜粋・加筆

V= × ℓ ＝ ℓ

＝ ｍ3

＜区間①＞

盛り上がり土量

V= × ＝

1406.9

7404.5

0.19

7404.5 0.19 1406.9

144 ㎏/ｍ3 1.33 191.52

3669.5

計　算　式 数　量



数量計算書地盤改良工

種　　別

上水道使用量 ① 固化材使用量

添加量(㎏/m3)

V= ×

× ＝ kg 

= t

② 地盤改良使用水量（別紙数量表より）

V= × ＝ t

≒ m3 939 m3

八戸圏域水道企業団HPより、料金表を算出している。

③ 使用期間

口径40㎜基本料金 ： 5,600円/月

N= / ＝ 日

≒ ヶ月

939

1172872.8

ロス率

1.1

1172.9

水道の使用量については、スラリー撹拌工（含水比 80％）のため、地盤改
良施工数量表における『固化材使用量W(t)※』×0.8となる。(含水比80%は
隣接工事の実績による)　　※使用量はロス分を含む。

1

改良土量(m3)

144

29226 8

7404.5

1172.9 0.8 938.3

計　算　式 数　量

50 839

使用区分水量（m3） 1～50m3 51～100m3 101m3〜 合　計

口径別料金 ： 40㎜ 266 円 302 円 335 円

1ヶ月分 使用水量
50

料金
13,300 円 15,100 円 281,065 円 309,465 円



数量計算書地盤改良工



数量計算書地盤改良工

改良長：16.3m
高有機質土質：15.9-10.1+0.5=6.3m

粘性土層：16.3-6.3=10.0m



地盤改良工 表層固化盤

区間①A～B

+ ～ + L = m

・ = %

・ = kN/m2

・ = ｍ

・ = kg/m3

A1 = ÷ = m2

V1 = m3

固化材100ｍ2当り使用量(t/100ｍ2)

V = × = ｍ3

W = × = t/100m2

種  類 形  式  及  び  算  式 数  量

148.0

29.5

1,357.2

No.3 9.0 No.10

改良強度 quck

ap改良率

推定添加量 c

120.0 245.7

t 1.20

1,628.6

100.0 1.20

1.21,628.6

改良厚

/1000

245.7

120.0

17.0

340

100



改 良 幅 空 打 長 杭 長 打 設 長

区間①-Ａ

区間1 NO. 3+9.0 0.000 2.946 1.872 16.300 18.172

区間1 KE 1-1 3.422 2.633 1.872 16.300 18.172

区間1 NO. 4 7.578 2.658 1.877 16.300 18.177

区間1 NO. 5 20.000 5.562 1.889 16.300 18.189

区間1 KE 1-2 2.811 5.860 1.891 16.300 18.191

区間1 NO. 6 17.189 7.800 1.902 16.300 18.202

区間1 NO. 7 20.000 9.820 2.002 16.300 18.302

区間1 NO. 8 20.000 12.000 2.059 16.300 18.359

91.000

6.160 16.300 18.221

設計図面より N＝ 112

＝2.01m2/本×杭平均長☓杭本数 V＝ 3669.5

区間①-Ｂ

区間1 NO. 8 0.000 12.000 1.759 16.300 18.059

区間1 KA 1-2 14.811 12.000 1.801 16.300 18.101

区間1 NO. 9 5.189 12.000 1.816 16.300 18.116

区間1 NO. 9+10.0 10.000 12.000 1.844 16.300 18.144

区間1 NO. 10 10.000 12.000 1.873 16.300 18.173

区間1 NO. 10+17.0 17.000 12.000 1.930 16.300 18.230

57.000

12.000 16.300 18.137

設計図面より N＝ 114

＝2.01m2/本×杭平均長☓杭本数 V＝ 3735.0

地盤改良工計算書（深層混合処理工法）

区間 測　点 距 離

道路土工

深層混合処理工法

合計

平均

本数

体積

合計

平均

本数

体積



改 良 幅 改 良 深 度 断面 平均断面 立積

区間1 NO. 3+9.0 0.000 2.946 1.200 3.5

区間1 KE 1-1 3.422 2.633 1.200 3.2 3.35 11.5

区間1 NO. 4 7.578 2.658 1.200 3.2 3.18 24.1

区間1 NO. 5 20.000 5.562 1.200 6.7 4.93 98.6

区間1 KE 1-2 2.811 5.860 1.200 7.0 6.85 19.3

区間1 NO. 6 17.189 7.800 1.200 9.4 8.20 140.9

区間1 NO. 7 20.000 9.820 1.200 11.8 10.57 211.4

区間1 NO. 8 20.000 12.500 1.200 15.0 13.39 267.8

区間1 KA 1-2 14.811 12.500 1.200 15.0 15.00 222.2

区間1 NO. 9 5.189 12.500 1.200 15.0 15.00 77.8

区間1 NO. 9+10.0 10.000 12.500 1.200 15.0 15.00 150.0

区間1 NO. 10 10.000 12.500 1.200 15.0 15.00 150.0

区間1 NO. 10+17.0 17.000 12.500 1.200 15.0 15.00 255.0

148.000 1628.6合計

地盤改良工計算書（表層固化盤）

改良区間 測　点 距 離

道 路 土 工

表 層 固 化 盤


